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■支援の背景

フクザワ・オーダー農機は、2009年にソーラー式長芋プランターを開発し、全国的にも先駆け

て農作業機械の電動化に取り組んでいます。同プランターは、ソーラーパネルとバッテリー、お

よび電動機一体型のクローラユニットにより電動化されています。従来のエンジン式と比較して、

排気ガスが無く作業環境がクリーンであること、振動・騒音を発生しないことから、ユーザーよ

り好評を得ており、順調に販売実績を伸ばしています。今回、更に性能を向上させた新型機の開

発を行いたいとの要望があり、十勝産業振興センターとともに、技術支援を行いました。

■支援の要点

１．フレームの軽量化と電源の48V化による動力性能の向上

２．機体近傍でラジオに雑音が入ることについての原因調査と対策（快適性の向上）

３．ソーラーシステムの見直しによる低コスト化に関する検討

■支援の成果

１．実作業を想定した荷重状態でのひずみ測定試験、および３次元ＣＡＤモデルを用いた構造解

析を行うことで構造を見直し、従来機のフレームと比較して約15%の軽量化が図られました。

２．スペクトラムアナライザによる測定を行うことでノイズの発生源を特定し、配線の変更やシ

ールド材・ノイズ対策部品を適宜使用することで、ラジオの雑音を解消しました。

３．電源の48V化と電動機の高出力化を検討し、電力の受給バランスを維持したまま動力性能の

向上が図られました。

４．複数のソーラーパネルについて発電能力の調査検討を行い、より低コストなものへの変更が

可能であることを確認しました。

５．以上の成果により新型機が開発され、2013年度モデルとして受注・販売を開始しています。
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